
脚購！　　　　　　一＼ 『
『
ダ

裸L、響詐》イ’l　f

信濃川発電所並びに佐久間発電所の可能

発電々力量の年々の変動について
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　筆者はかって本誌第3巻第9号におV｛て・全国九電力

会社の自流式水力発電所の可能発電々力量の変動をあら

わす目安として，標準偏差をとって考察した・われやれは

祠様な筆法で，信濃川発電所並ぴに佐久間発電所の可能

発電々力量の変動を標準偏差σを計算することによって

論’じて見たい．佐久間発電所の分は昭和12～17・23～29

年の13力年間（通産省公益事業局提供）・信濃川発電所

の分は昭和17～30年の14力年間（東京電力株式会社提供）

第1表

秀　　俊＊

一　　郎＊。

も

、

551．579．4　：621．311

の資料を用いてある．
一
前
論

女（参考文献）と同様な手続きをふんで可能発電

々力量の標準偏差σ（単位％）を算出した上でノ可能発

電々力量の平年値の両側に夫々1標準偏差ずつ豊水だっ

た年の可能発電々力量と・渇水だった年の可能発電々力

量を想定して，その差y（単位106kWh）を求めて第1表

に表示しておいた．
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　第i図には信濃川発電所の月別の平均電力　（103kW

単位）費示し・併せて平年値よ勿も夫々1標準鯖差だけ豊

水だったときの平均電力と，渇水だったときの平均電カ

ーを高並ぴに低として記入しておいた．これによると信濃

川発電所で最も豊水毎のは陽春4月！ご・、8月紅渇水期に入

　り，10月の豊水を見たのぢ，2月を中心とした本格的な渇

水期に入る点で，東日本の発電所と全く共通した特性を

　もつ。佐久間発電所の最も豊水なのは梅雨未期の7月で

　あって，南国の九州電力の水力発電所と似かよった特性　　、

　をもっているが1最も渇水する月が2月であることは・

東日本の水力発電所と共通した性質を備えているといえ

　よう．第1図には，点線で％単位の標準偏差σをも月別

　にプロヴトしてあるが，信濃川発電所では豊水の4月と

　10月に標準偏差が極小になり，8月と2月の渇水期に標

　準偏差が20％を越えぞ大きな値を示す．馬のことは信濃

　川発電所が東日本の自流式発電所と共通した特性をもう

　ていることを物語るものである（参考文献）．これに反し

第2図に見られるごとく佐久間発電所の擦準偏華は・一

　般に大きく，5月に極大に達し・その後豊水期の7月に

　極小になり，9月に極大になっている．9月に極大に達

　するのは台風が来る年と来ない年があるからであろう．．
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第・1図　信濃川発電所の可能発電力（実線，103kW

　単位）とその標準偏差（点線，％単位）の季節変化
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信濃川発電所並に佐久間発電所の可能発電々力量の年々の変動について
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第2図　佐久間発電所の可能発電々力量（実線，106

kWh単位）とその標準偏差（点線，％単位）の季節
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また佐久間発電所の標準偏差σは12月に極小になり，最

渇水期の2月に最大になる．最渇水期の2月に標準偏差

が最大になる点で・東日本の水力発電所と辛うじて僅か

な共通点をもっているにすぎない（参考丈献）．

　さらに信濃川発電所並びに佐久間発電所の可能発電々

力量の標準偏差（単位％）と東京電力・中部電力のそれ

（参考文献）とを比較のために一括して図示してみると，

第3図のようになり・佐久間発電所の発電々力量の標準

偏差は東京電力の可能発電々力量の標準偏差より断然大

きく・また中部電力の可能発電々力量の標準偏差よりか

なり大きいことがわかる．すなわち佐久間発電所にあつ

ては，天籠川の特性によるためと考えられるのであるが，

発電々力量の年々の変動が非常に大きいことがわかるの

である。信濃川発電所の分は標準偏差全体とLての変化

も，また標準偏差の百分率自身も，東京電力及び中部電

力の標準偏差とほぽ同じであることがわかる．

　つぎに信濃川発電所並ぴに佐久間発電所の可能発電々

力量の変動幅V（108kWh単位）をとって月別に図示した

のが・第4図である．信濃川発電所の分の変動幅は，や

はり豊水の4月と10月に極小になり，渇水の8月と2月

とに極大に達している．佐久間発電所の分の変動幅Vは

最豊水期の7月に極大に達し，8月はやや小さくなる

が・9月に再ぴ極大になる．変動幅が最小になるのは12

16

月である．3月には変動幅瀕かなり大きくな1るという点

で佐久間発電所は東日本の水力発電所と僅かな共通点を

有するにすぎないが・信濃川発電所は典型的な東日本の

水力発電所の性格を備えているといってよかろう（参考

文献）・参考のために，東京電力並びに中部電力の可能発
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　　第3図

電々力量の変動幅V（108kWh単位）とを前報（参考文献〉

から抜き出して第4図に記入しておいた．これによると

4月・5月・6月ごろの豊水期と・9月・10月にかけて
は佐久間発電所の発電々力量の変動幅は，東京電力及ぴ

中部電力のそれに匹敵するくらいになるかち失望すべぎ

富態を物語っているのであるが，11月・12月・1月・2月・

・5月ごろは佐久間発電所の発電々力量の変動唾副ま集京電

力・中部電力のそれに比して可なリ小さいから，電力融通

上，かなリ大きな威力を発揮できるように思われる。信

濃川発電所の可能発電々力量の変動重副ホ，東京電力及び

中部電力のそれの変化に似ていて，ただスケールを縮め

たような月別変化をしていることが，第4図から読みと

ることが出来る．

　第1図からわかるように，信濃川発電所では可能発電’

ガが大きい月には，標準偏差が小さくなり，可能発電力

の小さい月には標準偏差が大きくな っている（相関係数．

”天気”3．・12

／
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　　　　　信濃川発電所並に佐久聞発電所の可能発電々力量の年々の変動について

×108KWh　　　　　＿0．94）が，佐久醗電所の可能発電々力量とその灘．
2．0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　偏差との間には，半貯水池式な発電所であるせいか大き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な相関々係はないように見える（相関係数＋0．20）・この

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　点，信濃川発電所は東日本の東北・東京・中部・北陸・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関西各社の水力発電所並の特性を有し佐久間発電所は東

1．5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本各社の水力発電所の通性とは大いに異ってヤ｛る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参考文献）．
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　因みに信濃川発電所の可能発電力Mの12ヵ月宰均

を亙，そめ標準偏差σの12カ月平均を『とし・回帰

方程式をσ一δ＝b・（Mr亙）とおい℃係数bを最

小自乗法で決定すると，b＝一2・8％／104kW≧なる・

　なお“可能発電々力量の平年値の両側に”1標準
偏差ずつとづた区間内に可能発電々力量が出現する

確率は68％，すなわち10年につき7回と見込んでよ
い一という正規分布のもつ惟質を・・信濃川発電所並び

に佐久間発電所の可能発電々力量の標準偏差σが具

えていることも実証できるのである．

〔参考文献〕荒川秀俊：自流式発電所の可能発電々

　力量の月別の標準偏差に関する考察，天気3，9，

　283－285頁て昭和31年）．　　　　　　　　一

ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

復刊BEIRAGE　ZUR　PHSIK　DER　ATMOSPHAREの紹介

　1945年第28巻で中絶していたBEITRAGEZUR

pHYSIK　DER　FREIEN　ATMOSPHARE，が，誌名が
　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ　

少し変り，BEITRAGE　ZUR　DER　ATMOSPHAREと
なって復刊されたことは既報のとおり（天気，3，4）で

あるが，その復刊第1号，第29巻第1号が学会に送られ

て来たので紹介する．

　編集委員はW。Georgii，H．Koshmieder，H．Flohn，

B．HaurwitzとJ，van　Mieghemである．誌の大きさ

は天気と大体同じで，わずかに縦が少し短く幅が大きい，

独，英，仏で書かれた序言がつき，つぎにH・Ko－
shmiederが旧誌の創刊者，Richard　Assm鎗n（13，4，

1845－28，5，1918）の業跡を紹介している．その後に

1956年4月28日亡くなったFriedrich　Schmidt－Ottの

逝去広告が一頁黒枠で出ている．

　その後に3っの論文が載っている．アブストラクトは

いずれも，独，英，仏の三力国語で書かれているのは外

国人にとって便利であろう．第1がドイツ語で書かれた

　J．Zierep：Das　V“rhalten　der　Leewellen　in　der

　Stratosph…ire．

対流圏と成層圏中の1ee　waveの方程式を，地面と内部

境界面と見倣した圏界面の境界条件を満たすように解い

た理論的な論文．その結果は成層圏中の1ee　Waveは，

1956年12月

2っの異った基本波の重ね合わせで表わされ・第10波

は高さと共に指数的に減衰し，一方第2の波は高さと共

に週期的に変る．第2’の型がくわしく調べられている．

第2が英語で書かれた解析の論文・

　Abdul　Jabbar　Abdullah：A　Severe　puststorm　in

Iraq．イラクの烈しい砂嵐がpressure－Jump　linesに伴

って起るという仮定を立て，晶これを1954年3月23日に起

った実例でくわしく調べている．理論と観測とはかなり

よく一致しているという．第3がドイツ語で書かれた

　Hl　v．Tippelskirch：Uber　Kohvektionszellen，

　insbesondere　im　f1Ussigen　Schwefe1．

　ベナール渦における流れの方向が，流体と気体とでは

逆になっているのは何故か？という問題を扱った実験の

’論文．Grahamは粘性に与える温度の影響が，液体と気

体とでは逆で，細胞の中央部では粘性の大きい方に流れ

　るからだろうと提案した．H・Koshmiedeτは・この考

えは実験で確かめるこ、とが出来る．つまりこの考～ζが正

しければ，液体硫黄では粘性一温度曲線から見て153αC

附近で循環の方向が変る筈だということを筆者にっげ

た．この実験の結果は，予想通りこの現象が起ってい

る．主に細胞中の温度分布が「しらべられ，律に個々の細

胞が記述されている．
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